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図】5 B-lにおける全生立木の個体数直径階分布

ほど数が多いL型分布をとる。しかし，これを樹種別にみると， 1 : L型 n 直径

階の中聞にモードをもっベノレ型，皿:全体に個体数が少なく，その結果不連続な分布

を示すもの，およびlV:直径階の小さい個体が多く L型に似るが，直径階の大きいも

のを欠く主に四つのタイプに類別される(図ーの。

I型に属するものは，Tetraberlinia bifoliolata， Strombosia glaucescens， Diogoa 

zenkeriなどで，これらの種は全体の個体数も多く，直径階の小さい個体を多くもつ

点で安定した個体群構造を示している。 E型は Santiriatrimera (Burseraceae)， Cyト

togonone argentea (Euphorbiaceae)， Calpocalyx heitzii， Coula edulis (Olacaceae) 

などで， 1型に比べやや不安定な個体群構造を示している。E型は Lophiraalata， 

Sacoglottis gabonensis， Lovoa trichilioides (Meliac巴ae)，Pterocarpus soyauxiiなど

で，個体数が少なく不安定な個体群構造をとる。 lV型は Garciηiasp. (Cluciaceae)， 

Mareyopsis 10噌 ifolia (Euphorbiaceae)， Cola semecarpophylla (Sterculiaceae)， 

Calpocalyx dinklαgei (Mimosaceae)， Afrostyrax kamerunensis (Huaceae)などで，

この型に属するほとんどのものは低木あるいは小高木の樹種である。

上に示した四つのタイ プのうち r. n， m型にはいずれも高木層を構成する樹種が

含まれているが，とくに国型に属する樹種には大径木になり，林冠層を構成し，群落

の相観を特徴つ寺けるものが多く含まれる。 上にあげたものの他，西アフリカで有用材

を産する樹種として知られる Entandrophragmautile (Meliaceae)， Baillonella to-

xisperma (Sapotaceae)， Guibourtia tessmannii (Caesalpiniaceae) などいずれも こ

の阻型に属する点は興味深し、。更新の函からみると型が親木と稚樹あるいは若木

が同所的に存在するタイプ n型は親木の近くでは実生の生育が難しいギャップ更新

型 m型は林縁部や若い二次林内など恵まれた光条件のところに更新の場をもっタ イ

プにそれぞれ対応するものであろう。しかし，個々の樹種の更新様式の詳細について

はほとんどわかっていない。

8. 樹高分布と階層構造

Q-lにおける樹高の測定結果および立木位置図に基づいて 10X100m2 の五つの帯

10 熱帯林業 No.6 (1986) 
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 B-1における樹木 30種の個体数一直径階分布

状区における胸高直径 4.5cm 以上の個体の樹高分布を示した(図ー7)。その結果上部

から ， 不連続なA層 (40m 以上) ， 不規則な不連続部分をもっB層 (25~35 m)，連続

性が明瞭なC層 (5~20m) の三つに階層区分された。なお B層にみられる不規則

な不連続部分は A層あるいはB層を構成していた樹種が倒れた時に生じたキ、ヤップ

に相当することが，林内の倒木とギャップの位置関係から明らかになった。

図 6
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図ー7 Q-1における樹高分布

と階層構造

但し，点は個々の樹木の

位置とその樹高を示す。

9. ギャップ形成要因

最近，世界各地の熱帯多雨林において森林の維

持機構に関連してギャップ形成と更新との関係が

明らかにされつつある。

当調査地では 1983年には新しいギャップはあ

まり多くはみられなかったが， 1985年 11月に再

び現地を訪れた際には調査地域の比較的広い範囲

に亘って散在的に新たなギャッ プが生じていた。

このギャップは 1985年4月に生じたもので， 当

時調査地に滞在していた京都大学大学院生の三谷

君の話から竜巻によるものであることがわかっ

た。また，ギャップ内の被害木をみると，狼返り

木の倒伏方向が一定でなく，中折れ木や樹冠部だ

け持ち去られたものも目立った。これらの点も竜

巻原因説を裏付けるものであった。このような竜

巻が発生する頻度については必ずしも明らかで、は

ないが，熱帯アフリカの多雨林地帯におけるギャ

ップ形成に係わる要因として竜巻が関与している

という事実は，森林全体の構造あるいは構成樹種

の更新に関する生態学的問題を理解する上で重要

な知見である。

この他，ギャップ形成に係わる要因として雨季

に生ずる風の影響が見逃せなし、。雨季には午後に

ほほ.決って降雨があったが，雨雲が近づくと必ず

風が吹き，しばら くしてから大粒の雨が降り 出す

というパタ ーンが常態であった。その風も，雨水

が染み込み重くなった立枯木のパランスを失なわ

せ倒壊させるに十分の強さであった。実際，雨季の間森林内で調査していると，毎日

一回はドドーンという大音響が林内に轟いた。これは腐った大枝や時には立枯木が倒

壊する時に生ずる音であった。また，この風が原因して樹勢の衰えた生立木など根返

りを起すことも十分考えられる。以上の点から雨季に決って吹く風もギャップ形成に

係わる恒常的要因として重要であろう。

熱帯アフリカの多雨林域においては，このようなギャッフ。が森林の更新に果たす生

態学的役割りについて研究は未だに不十分といわざるをえなし、。今後，ギャップ更新

を含め，多雨林を構成する多様な樹種がどのような更新様式をとっているか，また，

それに係わる主な要因は何かといった問題を種々の観点から究明してし、く必要があろ

うかと思う。さらに，このような調査研究の進展は，熱帯産有用樹の保統的利用とい

った問題にも資するところが大きいものと思う。

12 熱帯林業 No.6 (1986) 
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Iil海外情報

.SIL VA-Conference Internationale sur l' Arbre et 1a Foret 

今年の 2 月 5 日 ~7 日，パリで標記の会議が閲かれた。フランスのミッテラン大統

領じきじきの発議によるといわれ，林業の歴史においてこれまでにない出来事であっ

た。国家元首 5名，首相 5名，外相 5名，農業，地域開発，天然、資源，環境などの担

当相は40名にも及び，政治的あるいは宣伝効果という点では大成功であった。有名な

ルモンド紙の 2月 5日版では，ヨ ーロッパとアフリカ乾燥地域における林業問題を 2

ベージにわたって取上げた。ただ資金面ではフランスはじめ 4~5 か国が，むこう 5

年間に乾燥アフリカ諸国への援助額を倍増することを表明した程度で，前号 (p.23)

でご紹介した WRIの TropicalForests: A Call for Actionや FAOの Action

Planで提唱されている規模には程遠い。

この会議ではヨーロッパにおける森林衰退とアフリカ乾燥地帯における砂漠化の二

つの問題が検討された。全体会議のほかに， ヨーロッパの問題については Oak，アフ

リカの問題については Acaciaと名づけたグループがそれぞれに集会をもった。結局，

両者を含めた SILVAとよばれる 7項の一般決議と 5項のオーク決議 7項のアカ

シア決議，および Appelde Parisとよばれる重大宣言がだされた。アフリカ問題に

たいするアカシア決議の項目だけあげると，①より協調をはかることにより財源を効

率的に活用，② FAOの“熱帯林業活動計画"のもとに国際的活動の調整，③地域お

よび地区の発意の支援， ④研究にとりわけ重要な易動化， ⑤砂漠化の主因 :燃材の

過伐，⑥砂漠化の原因:天然資源の過開発，⑦アフリカにおける森林衰退の決定的

要因 :林地火災です。なお林業技術 529号 (p.19~22) に藤原 敬氏が詳しく紹介さ

れ てい ます。(浅川澄彦)
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